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まえがき

富士電機は 1975 年から，プラントシステムに適用する

ための分散型制御システム（DCS：Distributed Control

System）を開発し，鉄鋼，ごみ処理といった民需分野か

ら，水処理などの公共分野の各プラントシステムに適用し

てきた。現在，第四世代の DCSとして MICREX-AXを

市場に投入している。しかし日本における DCSの市場は

頭打ち状態にあり，富士電機としても従来の鉄鋼，ごみ処

理や水処理といった分野だけでなく，食品・薬品などへの

新たな市場や海外市場に向けて新たなプラットフォーム

アーキテクチャを持った MICREX-NXを投入し，PAS

（Process Automation System）ビジネスの広がりを目指

している。図１は，これまでに富士電機が開発してきた

MICREXシステムの変遷である。

今後，MICREX-ＰⅢを中心として，富士電機が納めて

きたこれらシステムの多くが更新時期を迎える。しかしな

がら顧客予算の減少も絡んで設備の一括更新が困難な状況

にあり，TOC（Total Cost of Ownership）のミニマム化

を考慮しながら実施していく必要がある。

富士電機は，顧客の既存システムのハードウェアならび

にソフトウェアを継承しながら順次MICREX-NXに置き

換え，顧客既存システムの延命化を図るとともに MICR

EX-NXの先進性により顧客の生産性を向上させる手段を

提供する。

本稿では，既存 MICREXシステムから MICREX-NX

への置換えに際して，エンジニアリングの労力やコストを

低く抑えながら，顧客の既存システムの資産を有効に継承

するMICREX-NXのマイグレーション方法について述べ

る。

既設システムのマイグレーションシナリオ

顧客の既存システムの延命化ならびに生産性向上のため

に既存の MICREXシステムを MICREX-NXシステムへ

切り替えていくマイグレーションシナリオの例を以下に述

べるとともに，図２に示す。

HMIのみの部分更新

HMI（Human Machine Interface）系の部品は，CRT

やハードディスクなど汎用的な部品が使われるため，最も

早く生産中止の対象となる。そのため，後のコントローラ

の更新を視野に入れ最新の HMIへ更新を行う。

既設の PIOを残した部分更新

配線の煩わしさや設備投資の削減などの理由により，既

設の PIO 部分を残し，コントローラと HMIの更新を行う。

設備単位での更新・増設

老朽設備の更新や生産性向上のため，PIOを含むコント

ローラと HMIを一括で更新または増設を行う。
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図１　富士電機のMICREXシステムの変遷
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MICREX-NXにおけるマイグレーション方法
の考え方

マイグレーション方法の考え方としては，顧客の持つ既

存の DCSの資産を最大限有効活用しながら，プラントハ

イアラーキーの考え方やコントローラ内の計器モジュール

と HMIフェースプレートとの自動関連づけなど新しい

MICREX-NXのメリットを顧客が享受しつつ，既存のシ

ステムの部分更新，増設を可能とする仕組みを提供する。

以下に従来機能を継承しながらシステムの部分更新，増

設を実現するために提供するMICREX-NXのマイグレー

ション手法を紹介する。また，図３にマイグレーションの

全体を示す。

３.１ 既存システムとMICREX-NXの容易な接続

既存システムとしてMICREX-ＰⅢ以降（MICREX-ＰⅢ，

MICREX-IX，MICREX-AX）をターゲットとし，既存シ

ステムから新たなMICREX-NXシステムへの部分更新，

増設を可能とする。そのために既存システムの制御ネット

ワーク，リモート I/OネットワークをMICREX-NXに接

続するコンポーネントとしてのゲートウェイ（GW）やリ

ンクデバイスを提供する。

ゲートウェイ

富士電機の基幹ネットワークである DPCS-Fや FL-net

準拠 LANとMICREX-NXのプラントバスを接続する。

リンクデバイス

富士電機の持つ既存システムのリモート I/Oネット

ワークや，汎用プログラマブルコントローラ（PLC）と接

続するための Pリンクおよび PEリンクを MICREX-NX

のコントローラに接続する。

３.２ 既存システムの機能の継承

HMI 画面，データベース（DB）情報の移行

顧客が今まで使い慣れてきた HMIの画面表示や操作と

の違いや，同じコントロールルームの中で HMI 画面や操

作の不統一さを意識させないことも重要である。

スムーズなマイグレーションのために，既存のMICREX

と同等のフェースプレートや診断画面を用意するとともに，

データベースのコンバージョンツールを用意する。

コントローラのソフトウェア資産の継承

MICREX-NXでは，既存システムのコントローラのア

プリケーションプログラムをコンバートし，新たに新シス

テムのアプリケーションプログラムを新規に開発すること

なくスムーズな更新が可能になるようにコンバータを提供

する。
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マイグレーションコンポーネント

４.１ OSサーバ（GW）

制御レベルネットワークとして富士電機は，オリジナル

のネットワークとしての DPCS-F，また JIS 規格である

FL-netをベースとして開発された FL-net 準拠 LANを

持っている。これらの制御レベルネットワークをMICRE

X-NXのネットワークであるプラントバスに接続するた

めに，MICREX-NXの標準として使われている OS（Op-

erator Station）サーバをベースとしたゲートウェイを提

供する。このゲートウェイは，OSクライアントから既設

コントローラへのデータアクセス機能のほか以下の機能を

持つ。

既存システムで発生するアラーム情報を MICREX-

NXのメッセージシステムに変換し，クライアント OS

への通知，表示，承認操作などMICREX-NXの手法へ

従来システムのアラーム情報を統合する。

既存システムのコントローラの生存情報ならびに診断

情報を OSクライアントに通知する。

既存システムの冗長化をMICREX-NXの手法に統合

する。

上記の機能を実現するための OSサーバ（GW）の基本

的アーキテクチャを図４に示す。

この図に示されるとおり，OSサーバ（GW）は，標準

のMICREX-NXの OSサーバに従来のネットワークであ

る DPCS-Fや FL-net 準拠 LANと物理的に接続するため

の PCIインタフェースカードを実装する。MICREX-NX

の基本機構（グラフィックシステム，トレンドシステムな

ど）によるデータアクセスは，データマネジャを経由し既

存 MICREXアクセス機能によって，DPCS-Fや FL-net

準拠 LANのサービスであるブロードキャスト通信やメッ

セージ通信，またはファイルアクセス（IJFアクセス）に

変換され，既存MICREXのコントローラへの実データア

クセス処理として実行される。

４.２ Tリンク用リンクデバイス

リモート I/O 用のネットワークとしては，富士電機の

オリジナルネットワークとして，Tリンク，オープン PIO，

オプティカル FFIなどが存在する。特に Tリンクは，富

士電機の PIOを接続するネットワークとして MICREX-

ＰⅢで主流であった入出力ユニット（IOU）やMICREX-

IXならびに MICREX-AXで多数の実績を持つ入出力ユ
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ニット（IPU）などのほか，接続できる PIOの種類のバリ

エーションも数多くサポートされてきた。表１にその例を

示す。

この TリンクをMICREX-NXのコントローラに接続す

るコンポーネントとして MICREX-NXの標準リモート

I/Oのインタフェースとなる PROFIBUS-DPとのリンク

デバイスを準備する。これにより既設の PIOやケーブル

をそのまま使用してMICREX-NXに接続することができ

る。また，PROFIBUS-DPを採用したことにより，MIC

REX-NXが特長として持つコンフィギュレーション手法

や，HMIへの故障・診断情報などの通知に対してもMIC

REX-NXとして統一された方式でのエンジニアリングが

可能となり，将来的なシステムの進化にも対応することが

できる（図５参照）。

このリンクデバイスは，PROFIBUSインタフェースの

もと，Tリンクの PIOデータリフレッシュのほか，以下

のような Tリンク機能の統合化を行う。

Tリンクに接続された各 PIOモジュールの診断とそ

の通知を行う。

通信モジュールなどアプリケーションプログラムに

よって制御される特殊なモジュールに対するパラメータ

設定やデータの送受信など特定モジュールに対するメッ

セージ通信を行う。

従来システムの二重化機能をMICREX-NXの新たな

冗長化アーキテクチャの中で実現する。

４.３ P/PEリンク用リンクデバイス

富士電機の P/PEリンクは，DCSコントローラだけで

なく富士電機の汎用 PLCとの接続のための簡易ネット

ワークとして多数の製番で使用されてきた。この P/PEリ

ンクに関しても，図６に示すように，MICREX-NXと接

続するリンクデバイスを提供する。これにより既存システ

ムに接続された MICREX-Fや MICREX-SXの汎用 PLC
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表１　TリンクがサポートするI/O一覧 

IO種別 
PCS 
-500

システム 

MICREX-NX

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

MICREX-IX 
MICREX-AX

× 

× 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

MICREX-PⅢ 

○ 

○ 

× 

× 

○ 

× 

× 

× 

IOU 
（PCS） 

Tシングル 

T二重化 

Tシングル 

T二重化 

IOU 
（HDC） 

TKカプセル 

CIO 

FTL 

IPU（含むFFI） 

HDC 
-500

× 

× 

○ 
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図６　MICREX-NXにおけるP/PEリンクシステム構成
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とMICREX-NXコントローラとのデータハンドリングが

可能である。そのほかにもメッセージ通信機能や二重化機

能など P/PEリンクの持つ機能をMICREX-NXのアーキ

テクチャの中に標準として統合している。

４.４ DB情報移行ツール

MICREX-NXシステムから既存システム上のデータに

従来どおりの名前でアクセスするためには，既存 MIC

REXシステムで持つエンジニアリング情報（タグ定義，

アラームメッセージ定義など）をMICREX-NXの環境に

取り込む必要がある。この点については DB情報移行ツー

ルを使用することで実現する（図７参照）。

本ツールの機能は以下のとおりである。

タグ（ユーザータグ，モジュールタグ，システムタグ）

の登録

アラームメッセージの登録

プラントハイアラーキー（ピクチャーツリー）の生成

タグとブロックアイコン，フェースプレートとのリン

クの生成

本ツールの利用により既存システムの必要エンジニアリ

ング情報を自動で取り込むことができ，1 点 1 点手入力す

る必要がなくなる。また同時に，OSクライアント上の画

面作成において既存MICREXシステム上のタグ名や，コ

ントローラ機器モジュールに対応するフェースプレートが

利用可能となり，プラント画面（ピクチャー）上に該当

フェースプレートをはり付けるだけで機器のデータ表示や

画面からの設定などとの連携が実現できる。

４.５ ソフトコンバータ

第三世代のMICREX-ＰⅢ以降のコントローラ用アプリ

ケーションは，そのエンジニアリングツールである FPRO

CESで作成されている。今回，MICREX-NXへのコント

ローラアプリケーションプログラムの移植に関しても一部

制約はあるものの，コンバータを準備している。FPRO

CESで作成されたラダー図，FB図，SFC，ループ図など

の各種表現形式で作成されたアプリケーションプログラム

は，このソフトコンバータを使用することにより，MICR

EX-NXのプログラムとして実行可能になる。

あとがき

MICREX-NXにおける既存システムへのマイグレー

ション方法について紹介した。

富士電機は，従来から「進化と継承」をコンセプトとし，

顧客の既存システムの資産を継承しながら，新しいテクノ

ロジーへの進化を進めてきた。今回新たな DCSである

MICREX-NXを市場に投入するにあたり，スムーズなマ

イグレーションをいかに可能とするかが顧客に対する強力

なアピールとなり，富士電機がこれから目指す新情報制御

システムへの大きな武器となると考える。

MICREX-NXを新たな DCSのプラットフォームとする

中，今後とも富士電機の強みを生かし，顧客の利益に貢献

できるシステムの提供を図っていく所存である。
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